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i 

うま 

安政 五 年 九月 十日の、 午の 刻の ことで ございま すが、 

老女 村 岡 様に ご 案内され、 新 関白 近衛 様の 裏門から、 

しょうにん 

ご 上人 様が ご 発足な されました 際に も、 私 はお 附き 

じょうじゅい ん 

添いして おりました。 (と、 洛東 清水寺 成就 院の 住職、 

げっしょう しもべ おおつ き 

勤王 僧 月 照 の 忠実の 使 僕、 大槻重 助 は 物語った) さて 

もんき わ 

裏門から 出て 見ます ると、 その 門 際に 顔見知りの、 西 

郷吉之 助 様 (後の 隆盛) が 立って おられました。 

「吉之 助 様、 何分 ともよろ しく」 

「村 岡 様、 大丈夫で ごわす」 



と、 二人のお 方 は 言葉 すくなに、 そのよう にご 挨拶 

なさい ました。 その 間 ご 上人 様に はた だ 無言で、 雲の 

しんちゅう ぽぅ 

裏に 真鍮の ような 厭な 色 をして、 茫と かかって いる 

月 を 見上げ、 物思いに ふけって おられました。 でもい 

よいよ お別れと なって、 

「ご 上人 様、 お すこやかに」 

と、 こう 村 岡 様が おっしゃ いますと、 

ゥまね 

「お 局 様、 あなたに も ご 無事で。 …… が、 あるいは、 

これが 今生の …… 」 

と、 たいへん 寂しい お 言葉つ きで、 そうご 上人 様 は 

W せらました。 



「なるほど、 優しくて 婦人の ようで も あるし」 

「高僧の 姿 そのままで、 駕籠に 乗って 行く が 無難 じ や 

ろう」 

「途中で 疑が われて 身分 を 問われたら？」 

「薩 摩の 出家 じ やと 申せば よか」 

「それにして は 言葉が ちとな」 

「師の坊 は 幼少より 京都に おわし、 故郷に 帰らねば と 

こう 申せば よか」 

きょ うな ま 

「なるほど、 上人の 京 訛り も、 そう 云えば 疑が いなく 

なる じ やろう。 それでも とやかく 申す 奴が あったら、 

, J の有衬 たた つ 切る」 



r 痴言 申すな！」 

と 吉之助 様が、 その 瞬間に 恐ろしい お 声で、 こう 俊 

斎 様 を 叱咤な されました。 

おい こんとく 

「月 照 上人 は 近衛 殿から、 俺が 懇篤に 頼まれた お 方 

じ や！ それに i に は 義兄弟 じ や！ 安全の 場所へ お 

かくまいす るまで は、 上人の 身辺で 荒々 しい 所業な ど、 

どう あろうと 起こして はならぬ！ それ を 何ん じ や 斬 

るの 突く のと！ もう 汝の 力な ど 借りぬ！ 俺 一人 

で 送って 行く！ 帰れ 帰れ、 汝 帰れ！」 

力士 陣幕 に似てい ると いわれる、 肥えた 大きな お 鉢 

ゆる な つ 

を、 いつものん びりと 寛がせて、 子供に 暖かれ るよう 



のどか 

な 優しい お 顔 を、 たえず 長閑そう に 微笑 させて おられ 

る、 そういう 吉之助 様で はあり ましたが、 たまたまお 

怒りになります ると、 雷が 落ちた と 申しましょう か、 

へきれき とどろ 

霹靂が 轟いた と 申しましょう か、 恐ろしい ありさま 

で ございました。 

( い つ たいどうなる ことだろう？) と、 私 は 小さくな つ 

て 見て いました。 

でも 何ん ともなりませんでした。 吉之助 様に 対し ま 

すると、 弟の ように 柔順な 俊 斎 様が、 

「これ は 俺が よくなかった。 軽卒な 真似な ど 決してせ 

ぬ。 帰れと いわれて 帰られる もので はなし、 一緒に 上 



まして (争いの 後に は 和解が 来る) こと を、 見抜いて 

おられた からで ございます。 

ご 上人 様 を 上等のお 駕籠に のせ、 私たち 三人が ご警 

護して、 竹 原 様のお 家 を 出ました 時、 東の 空 は 白み は 

じめ、 涼しい よりも 少し 肌寒い 風が、 かなり 強く 吹い 

ておりました。 

二 

駕籠 の 前方 半 町ば かりの 先 を、 俊 斎 様が 警戒し て 歩 

わき 

き、 吉之助 様が 駕籠 側に 附き、 私が その後から お従い 



てお るが な」 

さ さ や 

と、 吉之助 様に 囁きました。 

「さよ か」 と 吉之助 様 はおつ しゃいまして、 しばらく 

考えて おられ ましたが、 「轎 夫、 この 駕籠 を 茶屋の 前で 

止めろ、 人数の 真ん中へ 舁き 据えて くれ」 とこの よう 

におつ しゃって でございます。 

私 も 驚きまして ございま すが、 俊 斎 様 も 驚いた 様子 

で、 首 を 一方へ 傾げ ましたが、 でも 何ん ともおつ しゃ 

いません でした。 (西郷 どん は大相 もない 人物、 考え 

があって やる ことだろう) と、 こう 思われた からで ご 

ざいましょう。 



茶屋と いうの は 立場 茶屋の ことで、 町から 街道へ 出 

ぼう.^ な 

る 棒 端に は、 たいがい ある もので ございます。 

そこへ 駕籠が 据えられました。 

と、 不意に 吉之助 様が、 

「あんまり 早く 起こされ たので、 わ ッはッ はッ、 この 

眠い こと はどう じ や。 渋茶な と 啜らん と 眼が 醒めん わ 

い」 

と、 大きな 声で 云われました。 

すると 隙かさず 俊 斎 様が、 

ひや ざ. 7 

「俺 は 酒 じ や、 冷酒 じ や。 こいつ をキュ ー ッと あおら 

ん ことに は、 腹の虫め がお さまら ぬげに」 



の 手が 出ました。 湯呑み を 取ろうと なされた のでし よ 

う。 女の手に しても 珍ら しい ほどの、 白い 細い 柔 かい、 

指の 形な どの いかにも 上品な —— とんと 形容しょう も 

ない ほどに、 お 美しい お 手で ございました。 

かいき 

と、 どうでしょう そのご 上人 様の 手先 を、 甲斐 絹 〔# 

ルビの 「かいき」 は 底本で は 「かひき 匕 の 手 甲の 女の手が、 

ヒョィ と 握った では ございま せんか。 

(あ ッ) と 私が 思いました とたんに、 吉之助 様が 腰 を 

上げました。 手 を 刀の 柄へ かけながら。 

二 



「女っても の 変な もので ねえ、 男の 何んでも ない 

ちょっとした ことに、 くたくた になって しまう もの さ _ 

たとえば その 人の 足の 踵が、 桜貝の ような 色 をして 

いたと いうので、 旦那 をす てて その 人と 逃げたり、 そ 

の 人が 笑う と 糸切り歯の 端が、 真珠の ように 艷 めくと 

いうので、 許婚 をす てて その 人と 添った リ、 おおよそ 

女って そんな もの だよ。 …… あの人のお 手、 綺麗 だね 

え」 

「 」 

「八 百 八 狸 も 名物 だけれ ど、 でも 四国に はもつ と 凄い 

ものが、 名物と なって いる 害 だよ。 犬 神だァ ね、 犬 神 



だァ ね」 

「 」 

きとう 

「でも 犬 神 もこん なご 時勢に は、 ご祈禱 ばかりし てい 

たんで は 食えない のさ …… 。 犬の 字通リ 隠密に だって 

なる のさ。 …… 取つ 付きと さえ 云われて いる 犬 神、 こ 

いつが^ 密 になった ひに ゃァ、 どんな 獲物 だって 逃が 

し つ こ はない よ」 

わたしと その 女と は 突っ立った ままで、 話して いる 



るんだ から 安心して おくれ。 福 岡に であろうと 薩 摩に 

であろうと。 …… じ ゃァ重 助さん さようなら、 折りが 

あったら わたしの こと を、 手の 綺麗な お 方へ おつ 

しゃって おくれよ。 …… でも 重 助さん 解った かしら？ 

わたし つ て 女 誰 だか わか つ て？」 

「へい、 竹 田 街道の 立場 茶屋で。 …… 」 

「ああそう さ、 あの 時の 女 さ。 …… では 重 助さん さよ 

うなら」 

こういう とその 女 は 私から はなれて、 先へ 小 走って 

行つ てし まいました。 

(この こと は 吉之助 様 や 俊 斎 様へ、 お話した 方が よい 



だろう か？ それとももう 少し 封 じて おこう か？) と 

思案の きまらな い 心持ちで、 私はノ ロノ 口 歩いて 行き 

ました。 

するとす ぐに 駕籠に 追いつかれました。 

距離が はなれて いたた めか、 私と その 女と が 話して 

いた ことが、 吉之助 様た ちに は 解らなかった らしく、 

どなた も 何ん ともおつ しゃらなかった ので、 わたし も 

黙って おりました。 

わたしたち は 進んで 行きました。 

すると 柳の 老木が あって、 濃い 影 を 地に 敷いて おり 

ましたが、 そこに 十数 人の 人が いて、 こっち を じっと 



を 捕えて 申し出る 者に は、 恩賞 は 望みに 任す とまでの 

布令が、 発布され て おる とい う ありさま なの で ござ い 

ます。 それで ご 上人 様に おかれまして は、 博 多の 地に 

滞在して おられましても、 福 岡 ご 城下の 高 橋屋正 助と 

とじょう： K う 

いう、 俠 商の 別荘に ひそんだ リ、 斗 丈 翁と いう 有名な 

たん ま あんしつ 

俳人の、 五 反 麻と いう 地の 庵室へ かくれた りして、 所 

在 をく らまして おられました。 

さて この頃の ことで ございま すが、 ある 日 私 は 五 反 



れて、 何 か を 庭へ 捨てた ようで したが、 すぐに また 引つ 

込んで、 雨戸 も すぐにと ざされ たからです。 

(あの 屋敷、 空 家ではなかった のか) この 意外 さも あ 

りました が、 しかし それよりも 雨戸の 間から 出た、 白 

い 細い 上品な 手 —— 肘の 上まで も 袖が まくれて、 ニノ 

腕の 一 部 を さえ あらわした 手が、 見覚え あるよう に 思 

われた ことが、 わたしに 「おや」 と 云わせた のです。 

(ご 上人 様のお 手に 相違な いんだが なァ) 

女に もなければ 男に もない、 何ん ともい えず 綺麗で 

上品で、 勿体ない ほど 優美の ご 上人 様のお 手 を、 たと 

え 遠くから 瞥見した にしろ、 わたしと して 見違える こ 



とが ある ものです か。 

(あれ はたし かに ご 上人 様のお 手 だ。 …… でもし かし 

ご 上人 様が あんなと ころに おられる 害 はない) 

この 疑惑に 苦しんで、 わたし はしば らく 途方に くれ 

うしろ 

ていました。 と、 その 時 わたしの 背後から、 咳 をす る 

声が 聞こえて 来ました。 

ふり 返って 見ます ると 五十 歳ぐ らいの、 墨染めの 

ころも あ ま 

法衣に 黒の 頭巾 を かむ つた、 気高い よう な 尼僧 様が 数 

珠を つまぐりながら、 しずかに 歩いて おる のでした。 

あ ま 

「尼僧 様」 とわたし は 声をかけました。 「突然 失礼で 

は ございま すが、 あれに 見えます 土塀の かかった ぉ屋 



と 思って、 それ を 持って いる 人 を 見詰めた 時、 その 人 

がそれ を 与えれば よし、 与えない 時には その 人の 身の 

上に、 恐ろしい 災難が 落ちて 来る という …… 」 

「ああで はと つ つきな ので ござ いますね」 

「そう、 ある 土地で はとつつ きと 云い、 あると ころで 

は 犬 神と もい います」 

「犬 神り」 とわたし は 思わず 叫びました。 「あの 女 も 

犬 神だった！」 

竹 田 街道の 立場 茶屋 や、 土 佐 堀の 岸で 逢った 例の 女 

のこと を、 忽然 思 い 出した から で) 」 ざ います。 

「でも あの 屋敷 はずつ と 長い間、 空 家に なって いるの 



おき ま；；，' くぐ リ 

がありまして、 その 横に 定式の 潜 門が ありまし たが、 

その 潜 門が 内側から 開きまして、 一 人の 男が 出て 来 ま 

した。 

(やはり 空 家ではなかった の だな) こう 思いながら わ 

たし は その 男へ 近寄り、 

「ちょっと 物 をお たずねい たします」 と、 こう 声 を か 

けました。 

「何んで すかい？」 とその 男 は 云い ましたが、 わたし 

の 顔 をす かすよう にして 眺め、 変に 気味 悪く 笑い まし 

た。 



な 所でね、 ある 一人の 女の 他 は、 誰 だって はいれね え 

ところな のさ。 …… はいった が 最後 天罰が …… だが 待 

てよ、 そこから 手が 出た？ とすると あの 女の手なん 

お、， おも, P 

だろう が、 俺ら あの 女と は 今し がた まで、 別棟の 主家 

で 話して いたんだ」 

ひとりごと 

後の方 はまる で 独 言の ように 云って、 もう 一度 そ 

の 男 は 振り かえって、 その 建物 を 眺め ましたが、 

「馬鹿な、 そんな ことがある もの か— それ は そ 

< らし 

うと オイ 重 助さん、 五 反 麻の 生活 面白い かね」 

「え？」 とわたし は ギヨ ッ としまし たが、 「へ い …… 何 

ん でございます か」 
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よびこ 

と、 どうでしょう 手近のと ころから、 呼子の 音が 聞 

こえて 来たではありません か。 

「おや！」 と 思わず 云いました つけ。 

と、 生垣と 植え込みと によって、 こん もり 囲まれて 

いる 庵室 を 眼が けて、 数十 人の 人影が どこから ともな 

く 現われ、 殺到して 行く ではありません か。 

(捕吏 だ！) と 私 は 突 嗟に 思いました。 (ご 上人 様 を 

捕えに 来た 捕吏 たちだ！) 

そう 思 つ た 私 を 裏書きす るよう に、 

「方々 捕吏 だ、 捕吏で ござる ぞ！」 と 叫ぶ、 斗 丈 様の 

狼狽した 声が 聞こえて 来ました。 



ころもす 力た 

の 法衣 姿が、 勿体なく 痛々 しく 現われて 来ました。 

(ああとう とうお 捕られな された？) 

と、 私 は 眼 を クラ クラ させ、 地面へ 膝 をつ いてし ま 

いました。 

そういう 眩んだ わたしの 眼に も、 ご 上人 様の 片袖を 

握って いる 男が、 竹 田 街道の 立場 茶屋で 逢い、 そうし 

て たった今 しがた、 怪しい 屋敷の 前で 逢った ところの、 

例の 男で ある ことが わかりました。 

何ん という 無礼な 男な のでしょう、 その 男 は 不意に 

手 を あげて、 ご 上人 様の 冠って おられた 黒の 頭巾 を、 

かなぐり すてた ではありません か。 



とうとう わたし は 我慢 出来ずに、 思って いる こと を 

云 つ てし まいました。 

「お 城下 外れに ある 犬 神の 屋敷に、 どうやら ご 上人 様 

は 監禁 あそばされ てお ると、 そんなよ うに 思われる の 

で) ，- ざり ます」 

—— それから わたし は 出来るだけ 詳しく、 例の 屋敷 

の 建物の 一 つから、 ご 上人 様の 手 だと 思われる 手が、 

雨戸の 隙から 出た という こと を、 四 人のお 方に 申し ま 

した。 四 人のお 方 は 半信半疑、 まさかと 思われる よう 

なお 顔 をして、 黙って 聞いて おり ましたが、 

「ああ それ だから あの 時 重 助さん は、 あんな こと を わ 



声で 国 臣様は 云われ、 にわかに 足 を 止められました。 

「北 条氏、 北条 氏、 貴殿に は 望 東 尼 様 を 警護され て、 

ゆるゆる 後から おいでく だされ。 …… 重 助お いで、 わ 

せんく 

し と Is し や 」 

そこで わたし は国臣 様と ご 一緒に、 先へ 進んで 行き 

ました。 手入れ をし ないから でありましょう、 植え込 

みは 枝葉 を 林の ように 繁ら せ、 雑草 は 胸まで 届く ほど 

にも 延び、 それが 夜露 を 持ちまして、 手 や 足に 触れる 

気味の 悪さ は、 何ん ともい いようが ありませんでした。 

「重 助、 あぶない、 伏せ、 地へ 伏せ！」 

国臣 様が 小さい お 声で、 でも 叱咜 なさる かの ように、 



と、 その後 しばらくの 間 は、 ひっそり としてお り まし 

た。 でも 俄然 「わ— ッ」 という 声が、 門口に 群れて い 

る 藤 兵 衛の乾 児 —— 捕吏た ちの 間から 湧き起 こり、 つ 

づ いて 蜘蛛の 子 を 散らす ように、 四方へ 逃げ出し たと 

ひき お ► J 

い う 意外な 出来事が 、 惹起され たではありません か。 

「重 助、 行こう、 さあ この 隙に！」 

国臣 様が 走り出しました ので、 わたし もつ いて 走り 

ました。 

ち ぎ 

しかし 千木の ある 建物の、 その 門口まで 走りつ いた 

時には、 わたし も 国 臣様も 「あ ッ」 と 叫び、 思わず 足 

を 止めて しまいました。 



れ ました。 

でも どうしたら そのご 上人 様 を、 この 恐ろしい 犬 神 

きと ラ しょ 

の祈禱 所から、 連れ出す ことが 出来る でしよう か？ 

ただ わたし は 喘いで ばかりお りました。 

十 

と、 その 時 わたしの 横 を、 しずかに しっかりと 通つ 

て 行く、 人の 気配 を 感じました。 わたしたちの 後から 

上がって 来られた、 野 村 望 東 尼 様で ございました。 

(あ ッ、 あぶない！) とわたし は 驚き、 声 を あげようと 



いったが 最後 恐ろしい 運命が、 落ち 下る という 犬 神の 

祈禱 所へ、 ご 上人 様が おはいりな されました、 その 結 

果 では あるまい か 9 いえいえ、 いえそんな こと 

力！ 

でも やはり 私に は …… 。 
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